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Abstract 
光⾚外天⽂連絡会では、20 年後までのスペースミッションを考えるワーキング
グループを設⽴し、SPICA 衛星の成功をベースラインとして、2030 年代の宇宙
科学ミッションに向けて、国内外の衛星計画および萌芽的なアイデアをリスト
アップしている。また、これらのアイデアを発展させるため、光⾚外の幅広い分
野の研究者が参加できる⻑期継続的な議論の枠組みを検討している。本発表で
は、12 ⽉に開催されたワークショップ「2030 年代の光⾚外分野のスペースミッ
ション」で⾏われる議論を含めて、本ワーキンググループの活動を報告する。 
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